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兵庫県のツチカメムシ

吉
向 橋寿郎

ツチカメムシの仲間はほとんどが黒褐色から黄褐色をして頭部の前縁に毛や小さいとげのあるも

のが多い．雑草の根ぎわや石の下などの比較的地表で植物の根や地上に落ちた木の実などを吸収し

て生活する．どちらかと云えば余り目立たない虫であり同時に種類数もそう多くない．現在の日本

にこの科のものがいくらいるのか残念ながら綜説のようなものがなく目録のようなものも見当らな

いのでよくわからない．お隣の中国のカメムシ類の分類図説（1977）を見るとこの科のものは19種

が図説されている・宮本博士による原色昆虫大図鑑，Ⅲ（1965）での日本産図説は11種とな・ってい

る．筆者が手許の文献で調べた所では日本産の本科のものは'7種となった．

一応現時点での兵庫県に産するこの類の分布を眺めて見ることにする．同定は出来るだけ正確を

期したが浅学未熟のため誤りがあるやも知れない．御教示，御叱正頂ければ幸である”…

FamilyCydnidae ツチカメムシ科

1.Adrisamagna(Uhler,1860)ヨコヅナツチカメムシ
0．、

この極はその名前のごとく他のツチカメムシに比して大形で（体長，18～2伽Ⅱjあり従来少い種

とされていた様である．兵庫県下の記録もそれ程多くない．古く戸沢信義氏が甲東園から記録さ

れたのが県ドでの始めての記録になると思われる．併し神戸市の鳥原貯水池畔では道路の側溝の落

葉下には割合兄られるし，鵯越ではオサムシ堀りをした際土中より’度に6匹も出て来た．電燈に

飛来する‘記録はあるが筆者電燈にての採集は無い．自宅の庭のセメント壁を歩行中のものを採集し

たことがあるし9，10月上貞であれば上記烏原では道路上を歩行中のものにちょこちょこお目にか、

れる．従ってそれ程少い種ではないと考える．生態に就いては良くわからない.

古くDistantの図説(1904)があり，宮本博士の原色図説(1965)以外にも多く図説されている．

産地：洲本市三熊山〔登日，1983〕、川西市笹部，大和〔仲田，1978〕・宝塚市内〔日浦､､1959〕；西

宮市甲束園〔戸沢．1983〕，神戸市烏原(1ex.,9-V-1974,筆者採集，標本所有のものについ

てはデータをつけた．以下I司じ.1ex.,11－Ⅶ-1976,lex.,1-V-1971,1ex.,22-V-1977,

1ex.,31－Ⅶ－1977,2exs.,23－Ⅸ-1977,1ex.,18－Ⅵ-1978,lex.,14－Ⅵ－1978,.

1ex.,31－Ⅶ－1977,2exs.,23－Ⅸ-1977,1ex.,6-X-1977,1ex.,18－Ⅵ-1978,1ex.，

14－Ⅵ-1978,lex.,29－Ⅸ-1980,1ex.,1-X-1980),秘越(6eXs.,4－Ⅳ-1976).氷

上郡〔山本，1954,1958〕、豊岡市内〔高橋，1975〕．

2．MacroscythusfraterculusHorvAth,1919コツチカメムシ

本種は次種ツチカメムシに似るがや、小型で（体長6～7mm),光沢ある黒色，時に褐色．頭部
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前縁に沿い少数の軟毛と長毛とがあり，体周縁にも及毛を粗に列'|割る.!r;I,li"!↓卜でし'),iU鮎が大変

少いが割合いる種ではないだろうか．長谷川仁氏によると本州では海峠線にミハ，で広く分布する

と記しておられる（1960)．

最近のH.Tsai-yuetalのモノグラフ(1977)によるとこの柵{.t次';じノーアーカメノ、シ,M.su-

baeneus(DallaS)と同一種に扱っておられる．体長も異なるし、その‘妃‘鮫を兇た純|州では別極

のように思う．

産地：三原郡慶野松原(lex.,26-V-1983).川西市大和〔仲lll,1978).lピ崎'liIMIII(lex.,

5－V-1967)．神戸市鳥原(1ex.,24－Ⅵ－1970,1ex.,4－Ⅷ－1971,I(,x..29-Ⅷ-1971,

1ex.,30－Ⅸ-1971,7exs.,2－Ⅶ-1972,1ex.,6－Ⅷ－1972,3exs.,1－Ⅶ1973,4exs.，

14－Ⅶ-1973,1ex.,25-V-1974,1ex.,9－Ⅵ-1974,lex.,3－Ⅲ･-1975．4exs.,12－Ⅵ－

1976,3exs.,27－Ⅵ-1976,lex.,22-V-1977,lex.,26-V-1979,lex..16-V-1982,1

ex.,26-V-1982.1ex.,28-V-1982,1ex.,11－Ⅵ-1982),布引(lex.,17-V-1959),

lex.,17-V-1959),下谷上(2exs.,23－Ⅷ-1979).三木市内(3exs.,28－Ⅷ-1978).宍

粟郵音水(1ex.,16－Ⅶ-1972).

3.Macroscytussubaeneus(Dallas,1851)ツチカメムシ

フィリピン産でAethus属で記載された種である(1851)．既に宮本博士も指適しておられるよ

うに従来Scottにより日本産で記載されたM.japonensis(1874)とlal-･極である.M.Tsai-yu
etalの中国産のモノグラフでもその様に取扱われている(1977).

全体が光沢のある黒色でまた褐色の個体もとれる．成虫で越冬し，春に地中で、潅卵し，6月から
新成虫があらわれる．

クスノキ，ヤツデ，クズなどの実が地上に落ちるとそれから汁を吸う．一つの実に数I正が集って

いる光景が神戸市内あたり道路の側溝などでよく目に付く．また地中で各種の植物の根からも吸収
するそうである．

本種の生態に就いては小林氏の報告がある（1954)．

県下には広く分布している普通種と考えられる．

産地：洲本市安乎町，山武牧場〔堀田，1975〕．三原郡諭鶴羽山〔友国,1974]・川西市大和，笹
部〔仲田，1974〕・西宮市園田山〔女学院，1974〕．神戸市鳥原(lex.,24－Ⅶ-1966,1ex.,17一
Ⅷ-1969,1ex.,15-V-1970,5exs.,26－Ⅲ-1972,1ex.,4－Ⅵ-1972,1ex.,23－Ⅶ-1W2,

lex.,1－Ⅶ-1973,lex.,8－Ⅶ-1973,1ex.,11-V-1975,lex.,29－Ⅷ-1975,1ex.,6

－Ⅲ-1976,lex.,12-V-1976),山の街(1ex.,7－Ⅵ-1959,1ex.,24－Ⅶ-1966),妙法

寺(13exs.,23-m-1956)．明石市明石公園(3exs.,15－Ⅵ-1975,4exS.,21-V-1975).飾磨

郡家島(lex.,26-V-1978)．赤穂市天和(4exs.,25－Ⅸ一1974).宍粟郡音水(1ex.,24－Ⅵ－
－ 2 －



1973).>kl:lllilllイく､l95.1,1958).豊岡市内妙楽寺〔高橋、1975].美方郡扇ノ山〔黒田,1964,

商橋,1975｣.

4.Aethusnig,･itus(I･､alDI･icius,1794)マルツチカメムシ

ドイツ唯でCim(･xnigritaとして‘把救された種である(Syst・Ent・,4:123,1794).

′j､形のカメムシで｛体1を‘1．5～5.5mm)ば､.III形に近い形をしている．頭部の前縁に沿って短いが

強い20教本の鰊Eをド』ンでいる．雑草の生えた地中に生活している種である．

県iざでの雁は余j)fllられていないが,j､さいので注意されていないのではないだろうか．

産地：ﾓﾉ東郷Iﾘﾉjlﾉq町〔友LEI,1974].川辺郡猪名川町上阿古谷〔仲田,1978).神戸市鳥原(1

ex.,25-II-1966,lex.,11－ハ.-1974,lex.,27－Ⅶ-1966,1ex"17－Ⅷ-1978,1ex"17-

Ⅸ-1982,lex.,5-X-1982,lex.,29-X-1982),藍那(1ex.,10－Ⅸ-1978)・明石市大久

保(1ex.,13-IX-1964),il:ﾉ|:"(1ex.,20－Ⅸ-1975).宍粟郡音水(1ex.,30－m-1972).

氷上郡(lll本,l954,1958].

5.Geotonusp]･gmaeus(Dallas,1851)ヒメツチカメムシ

マルツチカメムシに似るがより'j､形で（体長4～5mm),頭部の前縁に隷毛はない．雑草の根ぎ

わや地中にいる．成虫で越冬することが知られている．小林尚博士による卵，幼虫各令期の図説

がある(1964).本師はll本のみならず東南アジア各地，ハワイあたり迄分布している種である6

県下では'1､さいからか案外記録は多くないが広く分布している種であろうと思われる．

産地：晶原郡灘〔凶友，1974〕、川西市大和〔仲田，1978〕・神戸市鳥原(1ex"27－m-1976,

lex.,29-V-1982),ド谷上(1ex.,23－Ⅷ-1979)．宍粟郡坂の谷(1ex"9－Ⅵ-1973)・多紀

郡篠山(1ex.,17－ハ$-1976).jkl二郡〔山本,1954,1958).豊岡市内〔高橋,1975).城崎郡城
崎町南上〔高橋，1975〕．

6.Geotomuspunctulatus(Costa,1847)ヒメクロツチカメムシ

前種に似るが体さらに'｣､形（体長3.5mm).長谷川仁氏によると(1960)ヒメツチカメムシとほ

とんど同色1両'型の酷似種で前胸背の点刻が顕著に異ると．前胸背の点刻はや、少い様である．上翅

上の点刻も少いと忠はれる．た、･体色が赤褐色光沢あるのが大きく異る点であるがこの体色からす

れば本種の和名とも一寸合わぬ様な気がする．該当種がいないので一応本種とした．

産地：兵庫〔ﾐ橋．1951],神戸市烏原(1ex.,7－I-1978).

7．ChilocorisconfususHorvAthチビツチカメムシ

ツチカメムシ類中最小（体長2mm)の種である．越冬はかたまってするようで枯れた切株の中と

か，ちりための周辺部で見つかると云われている．生活史は良くわかっていないが地中で生活し雑

－3－



草限際，苔の下などでも発見出来る．

褐色ないし淡褐色で光沢が強い．頭の前縁に沿い短鰊を列生する.W,ii県「でしﾉ)I把録は大変少い、

産地：神戸市烏原(1ex.,7-I-1978)．丹生山(4exs.,18-V-1958).

8.ChilocorisnitidusMayr,1864シヤッチカメムシ

本種はDistantによってG・Lewisの採集品からKobeの記録をされている(1883).その後全く

記録されていない．この種はその後Distantによってカシミールに分布する繩としてl･xl説されてい

るが(FaunaBrit・IndiaRhy・I,p.105,fig.55,1904)その時日本産をLcwisから受け取・〕ている

と書き，体長5mmと記してSignoretからC.nitidusとして賞った標本では体及3mmしか無く原記

載のタイプ標本は大変コンデションが悪いものであると書いてありその後に紀械したC.piceusと

同一種ではないかと疑問をなげている．確かに体長5mmもあるとすれば人変よくわかると思うのだ

が，どうもC.piceusと同じとするのが良いのではないかと考えている．

産地:Kobe(Distant,1883).

9.ChilocorispiceusSignoret,1883ツヤヒメツチカメムシ

前種の所で書いたようにC.nitidUSと同じ種なのかも知れない．チビ･ノチカメムシに似るが梢
や大きく（体長3mm),全体黒褐色を呈し，光沢が強い．辻啓介氏が水のlllで採柴されたのがこの
種に該当すると考える（標本筆者保存)．

産地：養父郡氷の山(1ex.,15－Ⅸ-1973,K.Tsujileg.).

10.Legnotustrigutulus(Motschulsky,1866)ミツボシツチカメムシ

本種は紫藍色を帯びた黒色で光沢が強い．小楯板と革衝部のほ､.中央に厳''1紋があるので同定に
困ることはない．

成虫は4，5月頃オドリコソウ上で生活するが交尾後早は地中に人りり'1を塊状に雁卵する．早は
卵塊を保護する習性があり幼虫は地中生活者である（後藤．1953,禽本,1965).

兵庫県下では余り産地が知られていないがもっと広く産する様に考えている．

産地：神戸市鳥原(2exs.,12-V-1980).印南郡一乗寺(lex.,23-V-1965).宍粟郡音水
(2exs.,13-V-1973).

11.Sehirusniveimarginatus(Scott,1874)シロヘリツチカメムシ

Scottが日本を産地にCanthophorus属で記載した種である(1874).

黒藍色で光沢が強く，顕著な点刻を散布する．体の側縁は細く黄｢I色を呈することにより割合I司

定はし易い．

本種の終令幼虫は石原保博士が図説され(1946),卵，幼虫，各令期ならびにその生活史につ

－ 4 －
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いては'j､林l'',j"l.''縦虻かある（小林,1953,1964).

ススキの縦l..f):'l.jzj4･ナビキゾウに生活し，六月初旬羽化し成虫で越冬すると（岩田,1932).

u商氏もイイ糾械物寿たんねんにあさることによって本種はみつかるとされている（1956)．

G.Lewisの採吸耐,<I)istantがHiogoを記録して以来筆者力種かに1扉蘇集しただけでこれか

らの調壷の必要のある繩である．

産地:Hiog()[I)istant、1883].神戸市山の街(1ex_1-w-1958).

12.PsamnozetesatGI. Distantノ、マハ<ツチカメムシ

体長3.5mm.)t7尺ある蝿鍋色で頭の前縁に沿い10数本の隷毛と少数の長毛を生じ，また体側には

長い毛を有する．触角は趣く第2節は細く最短，第3～5節は鶏卵形で太いと云うことから愚妻が

淡路品で採築してり,ﾙー 〉たものが本極に該当すると思われる．宮本博士の図説（1965）で同定した．

従来九州からの分ｲijが知'られていた､.けである．海浜植物の根際あるいはその付近に多く見出され

ると．

｜
’

産地盲稚名郡懸(lex.,20－Ⅵ-1979).

’ 13.Parachilocorissp.

産地：乞原郡祇良〔友国，1973〕．I

Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

わか
以上兵庫県に産するツチカメムシ13種を記録した．小形種の調査が不充分であることがよく

る．今後共調査に努力をつづけたいものだと考えている．

主要参考文献
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石原保，1947．虫・自然，（17）：55-69．
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小林尚，1954.新昆虫，7（10）：22-24．

日高輝展，1956．新昆虫，9（9）：48．
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〔訂正〕

本誌前号（〃30）に発表して頂いた愚報の内P,2,CerCyonguisguiliusキバネケシガ

ムシとした学名はCerycyonquisquiliusが正しい．此処に訂正させて頂<(IRj").

’
トゲナナフシ淡路島に産す

ｂ
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■
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Ｈ
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淡路島末記録のNeohiraseajaponicaHAANトケナナフシを，津名町大町で採集したの
で報告する．標本は筆者が保管している．

Omach-Hata,1早,5.Ⅸ、1984(K.Tobileg)．（登日邦明）
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ツシマクロスジヘビトンボの採集記録

淡路島産のヘビトZボ科の記録としては，ヘビトンボProtohemesgrandisが，猪鼻川源

～中流（石原ほか，1973）と，安乎（堀田，1978）から知られているが，この度，柳挙園高等学校

在学中の原田美保嬢が，洲本市千草の灌概用水路で，本科の一種を採集し，筆者の元に届けられた．

調査の結果，淡路島末記録のツシマクロスジヘビトンボParachauliodescontinentalisVAN

DERWFEI.Fであることが判明したので，ここに記録しておきたい．

Chikusa,Sumoto,lex.,6．Ⅵ.1984(M.Haradaleg).

貴重な標本を提供された原田嬢に，厚くお礼申し上げる．標本は，筆者が保管している．

（登日邦明）
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l. イシガケチニJウ

採集4 例 の 報 告

前川和昭

a． 'tlliffill道中ll斑にてイシガケチョウを採集

C,．restisth]･odamasmabellaFruhstorferl8.を採集したので報告する．

採集年Mlll984年7月15日

採集地洲本市中川原

2'111,天候IIIW,午後3時頃，登山道中腹の道鳩に舞い降りて来たところを発見．個体はいた

みがはげしいが，動きは比較的活発であった．おそらく地面のしめった枯葉の部分に吸水に

おりてきたものと思われる．しばらく観察していたが，その間3度舞い上がり高い木の梢に

とまり，また降りてくることをくり返す．

イヌビワ樹l倉でイシガケチョウ1ex.を採集

採集年〃lll984年9月16日

採集地洲本市安乎町浜

天候晴，午前ll時頃自宅のイヌビワ上で飛んでいるのを目撃，樹上に羽をひろげて止るが産

卵の様f-ではない．個体はや、いたんでいるが夏型雌と思われる．淡路島内で住みついてい

る可能性が強い．

クロコノ マ チ ョ ウ

MelanitisphedinaoitensisMatsumura秋型18を採集

採集年月U1984年9月15日

採集地諭鶴羽山

オオヒョウタンゴミムシ

b.

2．

3．

4．

ScaritessulcatusOlivierlex.

採集年月日1984年8月19日

採集地 阿万吹上浜

尚，以上4点の標本の保管は筆者がしている．

イシガケチョウ幼虫発見

上記の1のbの一本の樹上に終令幼虫を8匹発見，うち1匹は死んでいた．終令になって間

もないもの（体色が黄色く体長約2.8cm)から，体長3.7cmとかなり成長したものまで，いろ

いろだが，いずれも同一の雌が同時に産卵したものと推定される．

9月16111al地点で採集したものによる産卵かどうかは，定かではない．

尚，幼虫はすべて飼育している．
－ 7 －
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シロチョウ科の訪花について

堀田久 I

筆者は，本誌26号に「アゲハチョウ類の訪花について」発表したが，シロチ.］ウ科のなかまもア

ゲハチョウ類と同じように，訪花性が高度に発達している．これまでの観察をもとにシロチョウ科

の訪花について述べてみたい．

なお，次にあげた吸蜜植物は，筆者自身が淡路島内において確認したものであり，（）内は花

の色を示したものである．
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モンキチョウ1．

ヒメジョオン(白)タンポポ(黄)ハルノノケシ(黄)ノアザミ（赤紫)ヒヨドリバナ(I'l)センダン

グサ(黄)シロツメクサ(白)アカツメクサ(赤紫）ミヤコグサ(黄)レンケソウ(赤紫)オミナエシ

（黄）これまでの観察では草本植物ばかりであり，キク科とマメ科植物がほとんどである．

キチョウ

ハギ類(赤紫)レンケソウ(赤紫)ノアザミ（赤紫)ヒメジョオン(rl)タンポポ(鼓)センダングサ

（黄）マリーゴールド(朱)ヘビイチゴ(黄)タチツボスミレ(淡紫)ムラサキカタバミ（淡紅)オ

カトラノオ(白)イヌザンショウ(淡縁)ウッギ(白）

ツマグロキチョウ

ヒメジヨオン(白)本種は個体数が少ないため，島内において訪花を確認したのはこれだけで
ある．

2．

’
、

’
3．

《

１
１4 モンシロチョウ

タンポポ(黄)ハルノノケシ(黄)ヒメジョオン(白)ノアザミ（赤紫)ヒャクニチソウ（白．黄．赤

紫）コスモス(淡紅)マリーゴールド(朱)センダングサ(黄)セイタカアワダチソウ(黄)ダイコ
ン類(白)アブラナ(黄)クレオメ(淡紅)ネギ(白)シロツメクサ(白）ウツポグサ(紫)オカトラノ
オ(白)ウツギ(白)クリ(黄白）ミゾソバ(淡紅）
スジグロシロチョウ

ヒメジョオン(白)ヒヨドリバナ(白)ノアザミ（赤紫)センダングサ(黄)ダイコン(FI)ムラサキ

カタバミ(淡紅)オカトラノオ(白)ウッギ(白）
ツマキチョウ

１

、
Ｉ

5

｜
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6

タンポポ(黄)オオイヌノフグリ(青)ダイコン(白)アブラナ(黄)ツツジ類(淡紅）
!

１
１
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編集後 記

予定より大I賑に遅れましたが，’84年度の2号目をお届けします．

本会も明年で創立20周年を迎えます．記念事業の一環として，20周年記念号，総目次，合本の

発行等を予定しています．

これを機会に，どんな小さな事柄でも，日頃の観察・研究の成果を記録しておきたいものです

どしどし原稿をお寄せ下さい．
(T).
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